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ソルガム・スーダングラス・ハイブリッド

（くさもろこし）導入に幽する研究

第2報　刈取り回数および時期が収立に及ぼす影響について

米田秋作・古沢典夫・佐藤忠士・大野康雄

（岩　手県　典　試）

1．ま　え　が　き

約1報において，本作物の一般的特性および利用型

を明らかにし，その導入が畜産経営に寄与するところ

大であろうことを指摘した。本報告は生育相の解析を

主として，収量との関連においての刈取り時期および

策定を行なった。ここに第2報としてその結果の概要を

述べて今後の本作物栽培上の参考に供し，各位の御叱

正を仰ぎたい。

2．試．験　方　法

t　供試年次　昭和45年

2．供試品種　パイオニア985

第1妾　　生育　相　に　つ　い　て

5・播種様式　畦間40cm（播幅12～15の符）粂描・

散播

4　刈り高　15cm

5・播軽量10a当り45K9

°．播税期　5月15日

ス　施肥畳（Kg′a）堆肥1500・Ⅳ－10＋2（刈取

りごと）・P205－20・Ⅹ20－15

8　刈取り時期（粂・散播共通）

n5仇・1・0m・1．5竹・穂卒み期・出穂始・出穂

期・成熟期

5．試験結果ならびに考察

t　生育相について

裁 縫

様 式

刈 取 り

時　 期 月 ・日

刈 取 り

迄 の 日数

l
i 草 丈

葉　 数

本 ′†げ l　 生　　 重　　 くK ダ′ a ）

茎　 数 分 けつ数 全
1 菓

茎
l ■ ・．■■▲－．‘
■　 租

粂

播

0．5 7花 ス　 5

日

4 9

（コⅥ

4 2．4

枚

8 9 4 9．5 7 1．5 5 5．0 52．1 2 m 9

5 9．9

1．0 7札 7 1 2 5 8 8 9．8 1 0．8 ‘4 2 10 5．0 1 8 0．8 9 1．0 8 9．8

1．5 7花 Z 2 5 8 9 1 5 0．0 1 4 2 8 ヱ2 1 0 5．4 5 5 2．8 1 1 1．7 2 4 1．1

穂 率 み期 a l 7 8 1 9 2．1 1°．7 d d．5 5 5．8 4 8 4 4 1 2 5．8 S d n d

出 穂　 始 8　 9 8 8 2 14 4 1 9．4 7 1．5 19．2 8 2 0．7 1 2 6．8 4 9 4．7

出　 穂　 期 8 1 9 9 7 2 4 Z 9 5 1．8 1°．5 85 1．1 1 1 0．7 5 0 0．5

成 熟 期 10． 1 1 5 9 7ヱ5 1 5．8 8 1 1．5 1 2 2．5 5 8 5．2 1 0 5．8

散

播

n 5 刑

粂

播

粂

播

5ヱ0 鼠0 （17 8 8 ） ‘鼠0 4 0．5 2 8．5

2 9．0

t D 仇 99．2 1 0．5 l
（11占．9 ）

19 1．° 88．4 1 0 52

t S m 1 4エ4 1 5．4 1 5 0．d 1 15，2 5 7 1．4 1 0 7 8 2 d 5．8

穂 争 み 期 に に 184 4 1 5．8 1 5 7 4 4 8．° 4 8 5．5 1 5 5．9 5 5 1．°

出　 穂　 始 同

じ

同

じ

208．1 1 8．1 1 0 2．6 1 2．0 d 1°．2 1 2 0．9 4 9 5．5

出　 穂 期 2 15．8 15 8．° 4 d 8 4 2．1 1 15．8 4 9 9．5

成　 熟 期 1 45．5 0 d棉 1 1 0 2．4 4 7 9．0 8 7 7
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裁 縫 i

様 式 l

刈 取 。 時 期 1

乾 物 重　 鞠 ′ a ） ；
1 日 当 り

生 産 量 （の

捌 間 内 増 加 i

畳 （K g ′a ）

1 日 当 り l

増 加 量

I
粗 蛋 白

含 量

粗 蛋

白 量全　 と 藁
茎 i 穂 1

生 草 i 乾 物 生 草 i 乾 物 生 草 乾 物

粂

播

n 5 竹も 6 ．7 5．1 1．8 1 0 8 2 1 5 7 5 2 ．9 占．7

K 9 肯 K 貿需 琶酔 彗解

1．0 珊 1 8．8 鼠 2 見 る 5，1 1 7 5 2 4 1 2 ス9 1 2 ．1 1 4 2 1 1 0 0 2．5 6 4 2 7

1．5 竹も 5 5．° 1 8．8 1占．8 5，1 1 5 5 1° 1 7 2．0 1 8 ．8 1 占．5 t 8 6 7 5 ．0 9 1 t O 5

穂　 卒 み 期 ‘9．9 5 0．9 5 9．0 ■ ‘．2 10 8 9 6 1 5 t ‘ 5 4 5 1 2．0 5 ．8 1 1 2．2 ° 1 4 2

出　 稔　 始 9 2 ．5 5 1．5 占0．8 1 2 1 7 1，0 7 5 1 5 6 ．5 2 2．4 1 Z D 2 ．8 0 0 2 ．6 8 9．5 2

出　 稔　 期 1 2 5．6 2 7 ° 8 4．1 1 5 ．9 8 ．7 1 2 1 2 9 5 弧 4 5 5．5 2．8 5 ．0 2 d 2 ．5 7 1 9．7 0

成　 熟　 期 2 5 4 4 5 8 5 1 5 0．8 8 5．5 5 ，8 5 5 1 °8 8 1 d n 2 1 0 8．8 5．8 2．5 列〕 2 ．7 8 1 2．2 8

散

播

n 5 m 7 6 5 ．5 2．1

1 1，9

1 4 D 8 1 5 5 8 9．0 Z d 1．4 1 5 5 5．0 1 2 ．0 8

1．0 m 2 0．9 1 5 ．° ヱ5 5 ．5 0 5 5 6 0 1 2 2 Jd 1 5 ．5 1 5 ．占 1．4 7 0 2．5 0 4 5 2

1．5 刈 4 1．1 1 9．8 2 1．5 5 ，5 8 5 5 9 ° 1 7 9．8 2 0．2 1 6．5 1 8 5 d 5．0 9 1 1．4 8

穂 卒 み 期 ‘8 1 2 8．9 5 鼠 2 占，2 2 4 8 7 5 1 1 4 1 2 エ 0 1 2．7 5 ．0 0 0 2 ．2 ° 7 7 5

出　 穂　 始 8 0．8 5 0．4 5 0．4 1 1 °5 9 4 0 1 5 0．7 1 2 ．7 1 °．4 1 5 8 7 2 ．d 8 9．1 0

l 出　 穂　 期 1 1 8．4 2 ス 1 7 9．4 占，占2 0 1 2 2 1 2 5 ．9 5 7 ° 2 ．5 5 ．4 1 8 2 ．5 7 鼠 8 0

成　 熟　 期 2 1 5．2 5 8．0 1 1 鼠 4 5 ス8 4，8 1 4 ． t 5 5 4
l

2 ス0 1 9 4 8 n d 2，2 5 7 2 ．7 8 1 0．2 4

草丈・生重・乾物重の生育経過はS字型の生長曲線

を示したく第1表参照）。とくにこれら形質の1日当

り生産品は刈取り時期t O7柁～拙稿始問が他の生育期

のそれに比較して高かった。すなわち，生長速度が大

であった。また，1日当り増加金の最高の時期は生草

重では出穂始，乾物重では穐卒み期であったが，出穂

始の乾物重が穂率み期の乾物歪に劣るところから生産

効率においては後者が有利であった。また，各生育期

と積算気温の関係では，発芽期から穂卒み期まで，積

算気温でt500℃を要した。（播種期試験＝未発表）

この点から，刈取り時期が穂学み期で2回刈りが可能で

あり，なお，より以上の揖罪気温の多い地帯では穂卒

み畑で2回刈取って跡作として冬作も可能であろう。

もちろん，冬作収穫後降霜前まで適温範囲内（高温ほ

ど有効であるが生育伸長気温限界15．5～15℃）で積算

温度1，500℃以上あれば冬作の跡作としても可能であった。

2．刈取り時期および回数と収址について

的2　蓑に示してある　よ　うに，生草総収i丘

は生育が起むにつれ増加し，植牢婚Jに放流と

な　り，穂卒み期以後　成　熟　の進行と　と　もに

低下した。この点から穂卒み期は若刈りで刈取り回数

の多い場合と成熟が進み刈取り回数が少ない場合の転

換点で，作物自体からみて，最高収拾がえられる刈取

り適期であった。総乾物重においても総生草垂と同じ

に最高乾物重のえられる時期は穂卒み期であったが，

生育との関連においては乾物重の推移は傾向を異にし

た。すなわち，生育期857托～穂卒み期までは生草垂

と同一傾向を示し，出穂始一時低下し，成熟が進むに

したがい乾物重は増加した。したがって，最高収量を

うる刈取りの時期は穂争み期で，刈取り回数は2回で

あるが，刈取り時期を何時，刈取り回数を何回にする

かは本作物の利用法いかんによって決定されるところ

であるから，目標収茄を定め，本報告を参考として刈

取り時期および回数を実状に応じ決定することが望ま

しい。なお，刈取り時期a5－1．5mまでは生草利用

・穂率み期以後は埋草利用に目的がある。

第5表の日当り生産品では，生草・乾物重とも1・

2番刈りとも遅刈りはど多収で，5番刈りでもn5～

1竹も区では同傾向にある。1．5竹も区では5番刈りの時

期には達しなかった。以上，反復若刈りでは刈取り回

数が多い程家畜の嗜好は良いが，生産効率は低下し低

収となっており，1．5竹も区は多収で蛋白質蓑も多く，

生草利用上の適期と思われる。

埋草利用は前述のように，生育相および作李の二点

から穂卒み期が刈取り適期であることを指摘したが，

生産効率（1日当り生産王立）および蛋白尉こおいても

同様に出穂始以降の区にまさり刈取り適期であった。
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第2蓑　　刈取り時期および回数と収量－1（イ）粂　　播

刈取 り

時 期

刈 取 り

項 目 l】数

生　　 重　 （K P ′ a ） 乾 物 重　 （晦 ′ a ）

1 2 5 4 計 1 2　 1　 5 1　 4 計

n 5 7花

全 55．0 159．5 1d Z 7 79．2 45乳2 8．7 1°．5 19．9 15．0 5a l

菓 5 2．1 70．1 d9．9 4 4 0 21（～．1 5．1 10．5 1 1．6 ヱ5 5 4 5

茎 20．9 8 9．2 9ス8 5 5．2 2 45．1 1．° ‘．2 a S ヱ5 25．6

1．0 7花

全 18 0．8 25 7 6 149．2 5d Z 5 18．8 19．° 25．4 8 5．8

菓 9 1．0 8a d 58 5 25 8 1 鼠2 15．0 14 1 5°．5

茎

全

8鼠8 149．0 90．7 529．5 見る ‘．d 11．5 2 7 5

t 5 仇

5 5 2．8 294 7 　 45．5 占95．0 55．° 29．7 占．4 71．7

菓 1 11．7 10ヱ4 2 占．2 245．5 1a B 14 8 4 7 58 1

茎 24 t l 18ス5 19．5 4 4ヱ7 16．8 15．1 1．7 55．8

159．5穂　 卒

全 484 4 5 17 1 1 80 1．5 69．9 89．°

み　 期
葉 125．8 155．9 27 鼠7 5 m 9 55．7 d‘．d

茎 5 dn d 5°t2 7 2 1．8 5 鼠0 55．9 92．9

出穂 始

全 8 20．7 2和 0 9 10．7 92．5 45．7 158．0

菓 128．0 7°．2 20 2．2 5 1．5 17 8 4 9．5

茎 4 94 7 215．8 70 8 5 8 8 8 2 5．9 8 8．7

出穂 期

全 85 1 1 160．5 81 1．6 12 5．6 2 9．1 15 4 7

菓 1 10．7 105．d 218．5 2 Z d 2 1．5 4 9．1

茎

穂

50 0．5

5鼠9

54 9 555．4

5鼠9

84 1

15．9

Zd 9 1．7

15．9

成 熟期

全

簑

茎

穂

8 11．4

122．5

585．2

1D5．8 1

8 1 t4

1 225

585．2

105．8 ；

25 4 4

58 5

15 0．6

°5■5 l

l
l
l

2 54 4

58 5

15n d

d5．5

（P）　散　　　播

刈 取 り

時 期

刈 取 り　回 数

項 目

生　　 重　 （晦 ′ a ） 乾 物 重　 （ K g ／ a ）

1 2 5 4 計 1 2 5 4 計

n 5 仇

全 d R D 1 7 8．5 1 5 2 ．8 8 0．2 4 4 0．5 Z d 1 8 ．5 1 4 7 見る 5 0．4

菓 4 0．5 7 5．d 5 9．4 5 4 9 2 0 8．4 5．5 1 1．4 鼠 0 ‘．d 5 2 ．5

茎 28．5 1 0 4 9 7 5 ．2 2 5 ．5 2 5 5 ．9 2．1 エ 1 5 ．7 5．0 1 ヱ 9

1．0 7花

全 1 9 1．° 1 5 8．9 2 7 4 8 占2 5 ．5 2 0．9 1 5．7 4 ヱ 0 8 1．8

菓 8 8 ．4 ‘7 5 8 8．9 2 4 2 ．8 1 5 ．° 鼠 7 2 乙 0 4 5．5

茎

全

1 0 5 ．2 9 t d 1 8 7 9 5 8 2 ．7 ヱ 5 4 0 2 5．0 5 8．5

1．5 7托

5 7 1．4 5 2 2．8 2 三° 7 2 1．0 4 1．1 2 8．9 4 2 d 4 2

菜 10 Z d 1 2 8．5 1 4 4 2 5 0．5 1 乳 8 1 7 0 2．9 2 9．7

茎 2 d 5 ．8 1 9 5．5 1 5．2 4 7 0．5 2 1．5 1 1．9 1．5 5 4 5

植　 字
全 4 8 5．5 5 1 2．9 9 9 8 4 d a l 9 1．5 1 5 9．4

み　 期
菓 1 55 ．9 1 5 5 ．8 2 （iZ 5 2 8 ．9 5 5．5 8 4 4

茎 5 5 1．° 5 7 9．5 7 5 0．9 うえ 2 5 5 ．8 9 5．0

出 穂 始

全 8 1 占．2 5 5 ス8 9 7 4 0 8 8．8 5 8．5 1 5 9．0

尖 1 2 0．9 1 7 5 ．2 2 9 6 ．1 5 0．4 5 2 ．2 8 2．5

茎

全

4 9 5．5 1 8 2 ．° 8 7 7 9 5 0．4 2 8．1 7 8．5

出 穂 期

8 4 2．1 1 5 ス8 7 9 9．9 1 1 8．4 5 0．5 1 4 a 9
葉 1 1 5．8 8 5．2 1 9 8．8 2 ヱ 1 1 鼠 2 4 占．5

茎

穂

4 9 9．5 7 2．d

l

5 7 2．1 7 鼠 4

1 1．9

1 1．5 9 0．7

1 1．9

成 熟 期

全 d 柏 1

⊇

d 紙 1 2 1 5．2

l

2 1 5 ．2
集 1 0 2 ．4 1 0 2．4 5 占．0 5 占．0

茎 4 7 9．0 4 7 9．0 ‖ 9．4 1 1 9．4
租 8 Z 7 8 エフ 5 ス 8 5 7 8



東北農業研究　第12号　　　　　　　　　　　　129

第5表　　刈取り時期および回数と収量　－2

栽植

様 式

壷刈取

刈 り高 り

回 数

草　 丈

1 日】

当 り

伸 長 度

量 目 ㍑ 矧 a 当 りi

粗 蛋

白 量

穀 粒

様 式

刈 り高

刈 取 ：

り

回 数

草　 丈

l去 冒 】

伸 長 度

1 日 当 り生 威

量 （ダ′a ）

a 当 り

粗 蛋

白 量

生 草 i 乾 盲 目
生 草 乾 物

粂

播

8 5 †花

1

（1閏

4 2．4

の

n 8 1 0 8 2 1 5 7

Kク

1．5 9

散

播

0．5 ヶ托

1

（：m

5 ヱ0

m
t 2 1 4 0 8 1 5 5

　 ′
2．0 8

2 1 0占．4 4 4 占，8 5 8 6 8 8 5．0 5 2 1 0 8．0 4 4 7 4 5 8 7 7 1 5．4 5

5 1 2 0．0 5．9 5．4 1 0 6 4 2 5．2 2 5 1 2 Z d 4 1 4．2 7 7 4 7 4 2．5 4

4 8 1．1 1．7 乙5 5 5 4 2 9 2．5 8 4 6 5．4 1．8 t 7 2 0 2 7 4 1．8 1

1．0 ヶ托

1 8 9．8 1．5 5，1 1 7 5 2 4 4 2 7

1．0 竹も

1 9 9．2 1．7 5，5 0 5 S d O 4 5 2

2 1 2 9．0 5．2 乳 5 0 4 7 8 4 5．5 1 2 1 0 乳1 4 4 d．5 5 6 5 4 8 5．°0

5 1 0 4．5 1．9 2．占8 4 4 5 4 5．5 2 5 1 2 8．2 2．5 4．9 0 7 8 5 9 6．4 9

t　5 m

1 1 5 0．0 2．2 5．1 1 5 5 1 8 1 1．0 5

t　5 珊

1 1 4 ヱ4 2．1 5．5 8 5 5 9° 1 1．4 8

2 14 0．d 5．0 1 0．5 2 5 1 0°1 ‘．68 2 1 4 9．7 5，5 1 1 5 0 0 t D 5 2 ヱ 58

5 d t 7 t 5 t O 8 5 15 2 1 5 7 5 5 0．5 t 2 d 5 7 1 0 0 n 8 5

穂　 卒 1 1 9 2．1 2．5 ‘，2 1 8 8 9° ヱ4 2 穂 卒

み 期

1 1 6 4 4 2．1 ‘．2 2 4 8 7 5 7　7 5

み　 期 2 1 8 9．5 5．1 8 4 7 7 1 4 8 9 8．8 2 2 1占1．5 2．° 8 4 0 8 1．4 9 7 7 9 5

出 穂 始
1 2 1 4 4 2．5 ス2 17 t O 7 5 鼠5 2

出穂 始
1 2 0 8 1 2．4 1 18 5 9 4 0 乳 1 0

2 1 2 5．0 2．4 5．4 7 2 8 2 5 ‘．2 4 2 1 1 5．5 2．1 ‘．71 5 1 1 0 0 8 2 8

出 穂期
1 2 4ス 9 2．8 占．7 12 1 2 9 5 鼠7 0

出 穂 期
1 2 1 5．° 2．2 8．°2 0 1 2 2 1 鼠 8 0

2 8 0．d 1．9 5．7 5 5 占7 7 4 9 8 2 ‘8 4 1．8 5．6 7 0 7 0 9 4 7 5

成 熟期
1 5，8 5 5 1 8 8 8 12．2° 成 熟 期 1 4，8 1 4 t 5 5 4 1 0．2 4

4．む　　す　　び

埋草利用としては生育相の追跡と刈取り時期の試験

の結果から生産法（生草垂・乾物重）・生産効率など

から穐卒み期が適当である。所要額算温度は1500℃

で，当地帯では2回刈りで最多収であり，土地利用

（作付体系）上，前後作の組合せが地域によりいろい

ろ考えられる。

生草利用では，刈取り回数を反復する若刈り程低収

で，収量・蛋白鰭・嗜好などから1．5m刈りが望まし

い。

以上，生草・埋草利用の刈取り時期・回数と収丑と

の関連を明らかにした。とくに，埋草利用は本作物の

特性が発揮されきわめて多収であった。

なお，刈取り時期と回数は，必ずしも作物自体の特

性，本位ではなく，農家の実状に応じて決定してほし

い。その場合においても時期別（生育期別・刈取り時

期）収益目標などについて，本報告を有効に活用する

ことが望ましい。


